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１．現状のＲＡの問題点（全豊田推奨手法）

１．リスク評価が「Ｃ」又は「Ｄ」になるまで対策すること

を求められている（と勘違いしている）

・ルール遵守や保護具の使用だけで「Ｃ・Ｄ」まで低減したことに？
・「Ｃ、Ｄ」にしてしまうと 「残留リスク」が見えなくなる

２．死亡災害（10点）が、たまに（10点）起きても

「Ｃランク：低度の危険」（20点）」と評価してしまう
程度 評価点

死亡・重傷・障害 １０

休業 ５

不休・軽傷 １

可能性（頻度） 評価点

かなり起きる ２０

たまに起きる １０

ほとんど起きない １

評価点 ﾗﾝｸ 評価レベル

２６～ Ａ 高度の危険

２３～２５ Ｂ 中度の危険

２０～２２ Ｃ 低度の危険

～１９ Ｄ 軽度の危険

+ =

・死亡、障害は絶対起きてはならないのに・・・？？



３．苦労して作成したＲＡ記録表がうまく活用できて

いないのでは？

・書くだけになっていないか

・残留リスクは放置しているのではないか？

・工事作業に合ったＲＡのやり方はないのか・・・
・根本から見直す時期に来ているのではないか・・・

ＲＡを論理的に見れば、もっと判りやすく、

もっと簡単に、もっと役に立つものになるはず！



・安全はリスク経由で定義される

・リスクは人により認識のレベルが異なる

・安全といわれる領域でも、

許容できる（している）リスクは存在する

・安全とは、災害の起きない状態を指しているわけではない

「リスク」＝「何かが発生した時の影響度」×「発生する可能性」

リスクとは、「将来のいずれかの時において、何か悪い事象が起こる可能性」

「災害リスク」＝「災害の影響度合」×「災害の発生確率」

「安 全」＝「許容できない
リスクがないこと」

許容可能
なリスク

安全 と呼んでいる領域

許容
できない
リスク

２．リスクアセスメントのおさらい

広く受け入れ
可能なリスク



２－１ 「安全」の概念

「許容できないリスクがないこと」 （ISO定義）

許容可能な
リスク

安全 と呼んでいる領域

許容
できない
リスク

＋

「“危なさ” と正しく向き合った状態のこと」

広く受け入れ
可能なリスク



現 場

計画者

行動を起こす前にあらかじめ
予知しうる問題を挙げ、その
問題に対して手を打つ

２－２ ＲＡの役割（まとめ）

（その裏には）

手が打てない問題は残っている
（残留リスク）

問題が残存していることを宣言する（伝える）

【製品設計】

【作業安全】

製造物責任
製品保証

作業手順
作業要領

残存するリスク（残留リスク）の対応を決める

その対応を行なう／行わせる

標準化

製品化

RAの
成果物

標準作業



・ ＲＡの本質は「リスクを知る」こと。
知ることができれば「考動」できる。

「考動」できれば身を守れる。

・ ＲＡの狙いは「最善の選択」。

選択の余地がないときは

リスクを正しく理解した上で

「リスクを承知して臨む」。



３．新旧リスクアセスメント記録表 比較

対策前の評価はしない

・特に注意すべき残留リスクの対応等・作業工程

・危険源の具体的箇所
・事象

・対策を織り込んだ作業手順
のリスクレベルを評価

・～なので～になるの
表現は不要 ・低減対策を織り込んだ手順



危険源の
大きさ

対策
レベル

×
災害
リスク

＝

＜簡易法＞

リスク評価方法の見直し



危険源の
大きさ

対策
レベル

×
災害
リスク

＝

＜簡易法＞

危害の大きさ×発生の可能性

人の対応レベル 人がミスをする確率
危害となる確率 人が危険源に近づく確率



危険源の大きさ 評価点 危険源の種類ごとの目安（高さの例）

特大 ５０点 高さ：５ｍ以上

大 １０点 高さ：２ｍ以上～５ｍ未満

中 ８点 高さ：１ｍ以上～２ｍ未満

小 ６点 ー

１）危険源の大きさの評価点数表 （表－１）



危険源 危険事象
危険源の大きさ

特大（50点） 大（10点） 中（8点） 小（6点）

変化するすき間、
回転物等

A：挟まれ
全身・上半身・頭の

挟まれ
身体の一部の

挟まれ
原動力以外の

挟まれ
－

重量、形状等 B：重量物 500㎏以上
500㎏未満
100㎏以上

100㎏未満
50㎏以上

50㎏未満

重量、圧力、速度等 C：車両 建設重機
フォークリフト
（荷役作業）

高所作業車 荷役トラック等

高さ D：墜落 5ｍ以上
5ｍ未満
2ｍ以上

2ｍ未満
1ｍ以上

－

電圧、充電部 E：感電 600Ｖ以上
600Ｖ未満

120Ｖ以上
120Ｖ未満

25Ｖ以上
－

高温物 F：高熱物 500℃以上
500℃未満
100℃以上

100℃未満
50℃以上

－

酸欠空気、硫化水素 α：酸欠危険、中毒 酸欠/中毒危険作業 － － －

引火性ガス、火気 火災・爆発
火気使用制限場所
での火気使用

火気使用作業 －
引火性ｶﾞｽ、溶剤

使用

滑りやすい床、段差 転倒 － － － 滑り、躓き、段差等

化学物質 急性中毒 アスベスト 毒劇物取扱い
特定化学物質
有機溶剤等

－

暑熱（温度） 熱中症
気温40度以上

（WBGT35℃相当）
気温35℃以上

（WBGT30度相当）
－ 気温30度以上

危険源の大きさの点数表（例）

重
点
項
目
（Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｐ
６
）



対策レベル 係数 対応レベル

有効度大 ０．１
人への依存がほとんど不要なレベル

（インターロック、歩車分離、無人化など）

有効度中 ０．３
一部人への依存が必要なレベル

（足場設置、転倒防止、固定カバー、区画など）

有効度小 ０．６
人の注意力に依存したレベル

（警告表示、隔離なし、監視人など）

有効度なし １
安全対策なし、保護具のみ

（安全装置を無効にして行う作業等）

重点６項目
対策レベル（対策の有効度）（例）

大（0.1） 中（0.3） 小（0.6） なし（1.0）

A：挟まれ
･ﾗｲﾄｶｰﾃﾝ

・ｲﾝﾀｰﾛｯｸ付ｶﾞｰﾄﾞ

・固定式ｶﾞｰﾄﾞ（脱着式固

定ｶﾊﾞｰ等）

・ｲﾝﾀｰﾛｯｸ無し
電源開閉装置等

・隔離対策なし

・動力源遮断不可

・安全装置無効化

B：重量物
・人との隔離
（固定柵/区画柵）

・人との分離
（区画ﾁｪｰﾝ等）

・人との分離
（区画線/表示等）

・隔離/分離なし

C：車両
・人との隔離
（固定柵/区画柵）

・人との分離
（区画ﾁｪｰﾝ等）

・人との分離
（区画線/表示等）

・隔離/分離なし

D：墜落
・作業床あり
（柵あり）

・作業床あり
（柵なし）

_
・昇降設備なし
・作業床なし

E：感電 ・ｲﾝﾀｰﾛｯｸあり ・ロックアウト
・ｲﾝﾀｰﾛｯｸなし

電源開閉装置等
・充電部への接触
防止措置なし

F：高熱物
・人との隔離
（固定柵/区画柵）

・人との分離
（区画ﾁｪｰﾝ等）

・人との分離
（区画線/表示等）

・隔離/分離なし

２）対策レベルの評価点数表 （表－２）



リスク評価点 リスクランク 危険度

10点以上 Ａ 高度の危険

5点以上
～10点未満

Ｂ 中度の危険

3点以上
～5点未満

Ｃ 低度の危険

3点未満 Ｄ 許容のレベル

３）リスク評価点 （表－３）

対策レベル

危
険
源
の
大
き
さ

0.1 0.3 0.6 1

50 5 15 30 50

10 1 3 6 10

8 0.8 2.4 4.8 8

6 0.6 1.8 3.6 6

（例）高さ5ｍの位置の足場上（墜落防止柵なし）での作業

・危険源 ：高さ５ｍ …  危険源の大きさ ＝50点（表-1より）

・対策レベル：足場あり（柵なし）…  対策レベル係数 ＝0.3 （表-2より）

危険源の
大きさ(a)

対策レベル
(c)

×
災害リスク

(Ｒ) = = 50× 0.3 = 15 （Ａランク）

（表－４より）



４．新リスクアセスメント記録表の見方



５．切替スケジュール

実施項目 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

新RAテキスト
記録表へ切替

旧テキスト販売

各部会説明会

部会内展開

豊田通商

協力会教育

5/26

6/1～新テキスト販売開始 12月連休工事で切替完了

トヨタグループ（日野自動車、トヨタ車体、アイシン、トヨタ自動車九州等）へは？



○ ＲＡを必要とするのは工事計画者で
あり、ＲＡによって工事の企画・設計・
計画・段取の良し悪しを評価される
ものである。

★ いかに現場にリスクを持ち込まないようにする
かが、設計者・計画者の腕の見せどころ・・・。

★ 残った残留リスクは正しく現場に伝え、
リスクを承知した中で“危なさと向きあう”。


